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筆者はこれまで共通教育の体育授業に約30年間関わっ
てきた。スポーツは自己のもつ最大限の技能を発揮するこ
とが求められるため危険をいかにコン トロールするか、こ
のことは避けられない課題である。スポーツの リスクマ
ネジメン トの研究に携わってきた関係で、事故を未然に防
ぐ対策の充実を図り取り組んできた。しかし、過去にいく
つかの事故や トラブルがあった。筆者が経験 した体育授業
中に起きた事故事例について4例紹介する。
事例１サ ッカー授業中のガラス破損事故
共通教育のサッカー授業中、隣接する市立の小学校の男
性教員が大学の運動場に怒鳴り込んで来た。学生が蹴った
ボールが防球ネットを越えて小学校の廊下の窓に当たり
ガラスを破損 したそうで、廊下掃除の指導をしていた女性
教員がガラスを浴びてけがをしたとのことだった。ボール
を蹴った学生は、防球ネッ トに向けて蹴って遊んでいたも
ので、ガラスを割ったことを授業担当の筆者に報告 しない
まま授業を受けていた。小学校の男性教員からの連絡で初
めて事故の発生を知った。筆者はこの学生を連れて小学校
へ行き女性教員と校長に謝罪した。事の重大さが認識でき
ず適切な行動とコミュニケーションが取れない当該学生
に唖然とした。学生を
叱責するも、常識に欠
ける学生が存在する
こと、このような学生
を指導することの難
しさを痛感 した。
事例２スキー授業での事故
共通教育のスキーの集中講義中(4泊5日、学生80名、教
員8名参加 、長野県のスキー場で実施)、非常勤講師が指導
する中級者班の女子学生(19歳)が滑走中にバランスを崩
して転倒 し、意識を失う事故が発生した。スキーパ トロー
ルによりスキー場近 くの診療所 に搬送後、救急車で約
30km離れた脳神経外科の病院に搬送。筆者は、授業責任
者として救急車に同乗し付き添った。診療所に駆けつけた
ときに学生の保護者(母親)に事故の発生について第一報
の電話を入れた。その後も病院到着時と診察開始時に連絡
した。学生は医師による検査中に意識が回復。強度の脳震盪
との診断であった。心配する保護者に丁寧且つ状況が分
かるように連絡を入れた。大事に至 らなかったこともあ
り、逐次電話連絡したことで感謝された。携帯電話による
臨機応変な対応が功を奏 した。
事例３サ ッカーの授業 で学生が転倒
共通教育のサッカーの授業中、男子学生(東海地方出身)
が相手と競り合った際に転倒、地面に顔を強打し顔から出
血 した。受傷時に記憶がない状態だったため、脳内出血の
可能性があると判断し、まず保健管理センターの看護師に
連絡、応援を要請した。直ちに救急車を呼び病院に搬送。救
急病院でのレン トゲン検査の結果、頬の骨の骨折と判明し
た。脳内出血の可能性は低いが、2時間置きに容態観察の
必要があるとの診断であった。保護者に電話連絡するも仕
事で福井には来ることができないとの返答。本人に誰か看
てもらえる人がいるかと確認すると、友人に頼むから大丈
夫とのことであった。翌日、その学生に前夜は友人に看て
もらったかと尋ねると、実家の父が一晩中、スカイプ(イン
ターネットのテレビ電話)で看てくれ、声を掛けてくれた
とのことだった。看護、観察の仕方が今時の方法で対応 し
ていることに感心すると共に学生が負傷した際の看病等
にインターネットの環境を利用することができることを
認識 した。
事例４水泳授業で学生が溺水
水泳授業の最終回で泳力の試験を実施 した。課題は、50
メー トルプールで往路をクロール、復路を平泳ぎで完泳す
ることであった。4人ずつスター トさせ、順番待ちの学生
はプールサイ ドの両側に等間隔に待機させ、救助ができる
体制を兼ねて座らせていた。最終組で息継ぎが不得意な男
子学生がスター ト。面かぶリクロールで40メー トル付近
までは順調 に泳ぐも、突然動きが止まり水中に沈んだ。無
呼吸による酸素不足で意識を失ったものと推測する。直ち
にプールサイ ドにいた学生に引き上げさせたが、唇は紫色
になりチアノーゼの状態であった。筆者は救急法手順の
A・B・Cを思い出し、まずA(airway)の気道確保で顎を
挙上 した。まもなく大量の水を吐き自発呼吸を再開した。
咄嵯の対応であったが救命することができた。教訓とし
て、試験の時には学生は無理をするということ、救急法の
手順 を常に頭に入
れておくことの重
要性を認識した。
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